
事故事例３（一般乗用）路面凍結によりスリップして電柱に衝突

曜日・時間・天候 （火 ・ ７時 ５分・晴）
場 所 一般道 制限速度 ４０㎞／ｈ
道路の状況 氷結 幅員７．５メートル
運 転 者 年齢５２歳 運転歴６年
乗務開始～事故発 １２０ｋｍ
生の乗務距離
損 害 死者１名
事故概要

、 、 、 、当該乗用運転者は 事故前日２０時３０分に出勤し 運行指示を受け ２１時３０分から仮眠

当日３時３０分に運行前点呼を受け３時３５分に乗客を迎えに行くため営業所を出庫した。５時

３０分に乗客１名を乗せ、ゆるやかな右カーブから直線となる当該地点を５０㎞／ｈで走行して

いたところ、当該地点の路面が氷結していたため、スリップし、ハンドル操作が不能となり、蛇

行した後、道路左側の電柱に激突し乗客が死亡した。

なお、前日に降雪に続いて降雨となり、早朝、路面凍結がみられた。

種 別 ・ 形 状 普通・乗用
乗 車 定 員 ５名
当時の乗車人員 ２名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

点呼時における指示、注意 点呼時における指示、注意事項の

事項の不徹底 徹底

・降雪後の路面凍結に対する指 ・降雪、降雨時の運行上の指示、注意事

示 注意事項が不足していた 項を的確に行う。、 。

冬用タイヤの装着

・冬季においては運行経路の実態を把握

し、冬用タイヤを装着するなど対策を路面凍結による 運転操作不良

・右カーブの交差点に制限速度 講じる。スリップ
道路状況に対応した安全運転教育を超え進入した。

の徹底

・降雪時等道路状況の変化に対応した安

全運転操作の教育冬季に普通タイヤの装着

・降雪が続いたにも関わらず普 ・交差点及び交差点付近での安全速度の

通タイヤであった。 励行


